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720mℓ 1,940 円
八海山 純米大吟醸 45

720mℓ 1,350 円
写楽 純愛仕込み 純米 火入れ

720mℓ 1,673 円
佐藤 乙25o 黒麹仕込 

700mℓ 3,500 円

Ichiro’s Malt&Grain
ホワイトラベル W46o

720mℓ 1,429 円
富乃宝山 乙25o

（価格は消費税別）（価格は消費税別）

720mℓ 1,800 円
天賦 純米吟醸 山田錦 50

籠屋(有)秋元商店 〒201-0016 狛江市駒井町3-34-3
月曜定休・営業時間10:00～20:00(日祝10:00～19:00)

電話：03-3480-8931 FAX：03-3489-2044

日本の文化である地酒（日本酒と焼酎）専門店 https://kago-ya.net

籠屋の美酒で
おめでとう

50周年を迎えた六小
花火など多彩なイベント

狛江第六小学校（杉達雄
校長、児童551人）が開
校50周年を迎え、記念式
典のほか打ち上げ花火、ア
ートプロジェクトなど、地域
と連携した様々なイベントを
企画して催した。
同校は、狛江第三小学校
から分離し児童320人で市
内６番目の小学校として昭和
46年に開校した。記念イベ
ントは、保護者や地域住民で
構成する50周年事業実行委
員会（前田正人委員長）が
実施したが、昨年からのコロ
ナ禍で移動教室や遠足など
の行事がほとんどなくなり、
式典の祝賀会も中止された。
このため、子どもが楽しめる
イベントを新たに企画。10
月16日 「50周年の日」
は、教師や保護者らが講師と
なり、教室や体育館、校庭
でペットボトルロケット、工作、

即興演劇、ドミノ
倒しなど11のワ
ークショップを実
施、約350人の
児童が参加した。
夜には校庭で「サ
ンキューの花火」
と名付けた65発
の花火を打ち上

げ、校門近くのシンボルツリ
ーのクスノキにイルミネーショ
ンを点灯した。
10月28日 29 に

は「アートプロジェクト」を
実施、同校卒業生の保護者
で空間デザイナーの持木慎
子さんらの指導で、多摩川
の自然をテーマに、全校児
童が色付き透明フィルムを
使って虫や植物、魚などの
共同作品を作り、正面玄関
のガラスに貼った。
11月６ 典には、

６年生の児童らが参列、参
加者は半世紀の節目を祝う
とともに次の50年に向けて
気持ちを新たにしていた。

2枚目の巨大絵手紙
狛江駅北口ロータリー

狛江駅北口ロータリーの
排気塔の側面に2枚目の巨
大絵手紙が設置され、11
月23日 除幕式が催さ
れた。
新しい巨大絵手紙は、市
制施行50周年を記念して
設置されたものよりやや小
さい縦約３ｍ、幅約２ｍで、
大津絵をモチーフにした両
手に扇子を持って踊る娘の
絵に、「心よ　おどれ　おど
れ　手よ　おどれ」という
文字が添えられている。
狛江駅北口噴水広場で催
された除幕式には、松原俊
雄市長や谷田部一之市議会
議長、登坂和雄日本絵手紙
協会長、市内の郵便局長、「絵
手紙発祥の地－狛江」実行

委員会委員などの関係者が
出席、カウントダウンで除幕
を行った。
巨大絵手紙を描いた市内
在住の絵手紙創始者で絵手
紙作家小池邦夫さんは「絵
手紙はうれしい、温かい気
持ちにさせてくれるもので、
狛江市が最初に応援してく
れたことはすごくうれしいで
す」と挨拶した。

こまえくぼが開館５周年
多彩なイベントに人気

狛江市市民活動支援セン
ター（こまえくぼ1234）が、
開館５周年を記念しトーク
ショー、囲碁対局指導など
様々なイベントを催した。
同センターを会場に10月
24 は名誉市民で映画
監督の木村大作さんのトー
クショー、30日 狛江市
出身で囲碁の大西竜平七段
のトークショーと囲碁愛好家
８人を相手にした指導対局
が人気を集めた。
11月20日 センター

で催した「魅力たっぷりの物
産展」にはいかだレースで関
係のある愛知県西尾市、埼

玉県寄居
町、茨城
県境町の
うなぎや抹茶、みかん、
地場野菜、福生市の地
酒などを販売。21日
はえきまえ広場で「狛江
こどものフレンドパーク」
と名付けて、市内小・
中学校のおやじの会が
中心となりスーパーボー

ルすくいや射撃などの縁日や
音楽イベントを開催、親子連
れの人気を集めた。
同センターでは「初めて
の人にたくさん来てもらい、
次の活動につながりました」
と話している。

乳がん講演会が開催
体験談や最新知識紹介

「乳がん月間」の10月
30 に防災センターで乳
がん講演会が催された。
「乳がんと診断されたと
き」をテーマに、市内在住
の狛江市乳がん患者会会長
で、乳がんを克服した三上
みくさんと夫の慶樹さんが
体験や感想などを具体的に
紹介、また患者会のアドバ
イザーを務める医師の池田
紫さんが最新の乳がんに関
する知識をわかりやすく紹介
した。参加者から「患者の
生の声が聞けて参考になり
ました」などの感想が出さ
れたほか、オンラインで参
加した乳がん患者からは「体
験談を聞いて勇気をもらい
ました」というメッセージも
寄せられた。

この講演会は、市内
の乳がん検診受信率の
改善などを目的とした
狛江市市民提案型市
民協働事業で、新型コ
ロナウイルス感染症の
影響により、1年遅れ
で開催が実現した。

第45回狛江市民まつり
が11月14 に狛江第
一小学校、市民グランドな

どを会場に催され、のべ約
20,000人が秋の祭りを楽
しんだ。昨年は新型コロナ

ウイルス
感染症拡
大防止の
ため、オ
ンライン
が中心だ
っ た が、
今回は規
模を例年より縮小したもの
の、感染対策を十分に取り
ながら実施された。
一小では体育館のステー
ジでオープニングセレモニ
ーが催され、都立狛江高等
学校ダンス部のはつらつと
したダンスが祭りを盛り上
げた。続いて和太鼓や琉球
踊り、ジャズなどの狛江ス
トリートライブ、民踊流し踊
りが披露され、出演者たち
は久しぶりに舞台で演技や
演奏が披露できたと喜んで
いた。また、仮面ライダー
リバイスショーが2回上演さ
れ、子どもたちの人気を集

めていた。
校庭では農業祭として狛
江産農産物の展示即売に加
え、商工祭として市内の商
店などによる商品や食品の
販売が行われた。
市民グランドのスポーツ
広場ではボッチャ、サッカー、
ストラックアウトなどのスポ
ーツやペットボトルロケット
の体験などに家族連れが汗
を流していた。えきまえ広
場のラグビーフットボール体
験、狛江駅北口噴水広場の
駅前ライブ、市役所市民ひ
ろばのストリートピアノも人
気を集めていた。 花火も打ち上げ

玄関を飾るアートプロジェクト

オープニングを祝う狛高ダンス部

狛江産野菜の直売も人気

狛江こどものフレンドパーク

2枚目の巨大絵手紙（後方）と
（左から）谷田部議長、小池
さん、松原市長

狛江市民まつり
約2万人が秋の祭り楽しむ

落ち着いた雰囲気の店内で本格的な
手打ちそばに加え、オリジナルの酒のつ
まみと地酒が楽しめる店。
吟味した北海道産のそば粉を使った
二八そばと、築地で仕入れたエビなどの
海産物と季節の野菜を使った揚げたての
天ぷらを味わえる天盛りせいろそばが人
気。そばのつけ汁はごまダレもある。
そばのほか、同店オリジナルの酒のつ
まみも人気。天ぷらや桜エビなどの海産
物、山形の玉こんにゃくなどのほか、だ
し汁で煮たオリーブの実、モッツァレラチ
ーズの煮込、焼きとろろなどユニークなも

のも多い。入手しづらい静岡、山形、
秋田などの地酒を揃えているのも特色
で、日本酒目当ての客も多いという。
同店は増田永策さん（65）と中
子さん（63）夫妻が脱サラして平
成25年に開店した。家具作りやイン
テリアの仕事をしながら、自
分の飲食店を開くため料理
の研究と食べ歩きを続けて
きた永策さんは、40年ほど
前に家具作りの修行をした狛江市内で
現在の店を見つけ、縁を感じて中子さ
んと相談、手打ちそばの店を開くことに
したという。
永策さん自らが
装飾を手がけた、
しゃれたインテリ
アや絵画などが飾
られたカウンター

６席、テーブル3卓の店内は、そば店とは
思えない落ち着いた雰囲気だ。増田さん
夫妻は「料理をおいしく味わってもらうた
め、常に心配りと料理の研究を続けてい
ます。狛江市プレミアム商品券も使えま
すので気軽に来店を」と話している。

一策銀行
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☎5761-5023　 岩 戸 北
4-15-12　営業＝午前11
時30分～午後2時/5時30
分～９時30分、火曜・水
曜休み

江戸蕎麦　一策
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増田さん夫妻
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■おすすめMENU■
❶天盛りせいろそば￥1,600／せいろそ
ば￥800／ごま汁せいろ￥1,100／鴨せ
いろそば￥1,550／かけそば￥850／鴨
南蛮そば￥1,550／❷種付きオリーブ
の実￥500／スキレットdu焼きとろろ￥550
／モッツァレラチーズの煮込み￥870、か
きの天ぷら￥900～／天ぷら盛り合わせ￥
900／秋田県新政酒造三酒￥1,500
／❸十四代大吟醸グラス￥1,000 （税込）

手打ちそばと揚げたて天ぷら
オリジナルのつまみも人気


